
二
の
表
の第

１
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ソ
マ
リ
ア

4
4•
0
2

木
炭

三
\

代
表
者
の
氏
名
の
変
更

変
更
前

角
岡

照
一

変
更
後

坂
崎
日
支
夫

]

変
更
年
月
日

平
成
二
十
四
年
五
月
二
十
五
日

四
\

役
員
の
氏
名
の
変
更

変
更
前

角
岡

照
一
、
林

福
一

変
更
後

糟
谷

隆
二
、
永
田

研

]

変
更
年
月
日

平
成
二
十
四
年
五
月
二
十
五
日

平成™›年œ月™Ÿ日 月曜日 第œŸ—Ÿ号官 報

三
の
９
の
（
４
）
の
ハ
中
「
グ
ア
テ
マ
ラ
」
の
下
に
「
、
ギ
ニ
ア
」
を
加
え
る
。

三
の
９
の
（
４
）
の
ニ
中
「
グ
ア
テ
マ
ラ
」
の
下
に
「
、
ギ
ニ
ア
」
を
、「
ザ
ン
ビ
ア
」
の
下
に
「
、
ジ
ン
バ
ブ
エ
」

を
加
え
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
四
年
五
月
二
十
八
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
改
正
規
定
中
「
ジ
ン
バ
ブ
エ
」
に
係
る

部
分
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
四
年
五
月
三
十
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
法
第
2
0条
第
２
号
の
要
件
へ
の
適
合
性

本
件
事
業
は
、
道
路
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
昭
和

3
9年
法
律
第

1
6
3号
）
附
則
第
３
項
の
規
定

に
基
づ
く
一
般
国
道
の
改
築
で
あ
る
。
ま
た
、
本
件

区
間
は
一
般
国
道
の
指
定
区
間
を
指
定
す
る
政
令

（
昭
和

3
3年
政
令
第

1
6
4号
）
に
よ
る
指
定
を
受
け

て
い
な
い
こ
と
及
び
和
歌
山
県
内
に
存
す
る
こ
と
か

ら
、
道
路
法
第
1
3条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
和
歌
山

県
が
道
路
管
理
者
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
な
ど
か

ら
、
起
業
者
で
あ
る
和
歌
山
県
は
、
本
件
事
業
を
遂

行
す
る
充
分
な
意
思
と
能
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ

る
。ま
た
、
本
件
事
業
は
、
自
然
公
園
法
（
昭
和
3
2年

法
律
第

1
6
1号
）
に
基
づ
き
指
定
さ
れ
た
吉
野
熊
野

国
立
公
園
に
お
け
る
国
立
公
園
事
業
と
し
て
も
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
環
境
大
臣
の
同
意
を
得

て
い
る
も
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
法
第
2
0条
第
２
号

の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

３
法
第
2
0条
第
３
号
の
要
件
へ
の
適
合
性

\
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益

一
般
国
道
1
6
9号
（
以
下
「
本
路
線
」と
い
う
。）

は
、
奈
良
県
奈
良
市
内
の
一
般
国
道

3
6
9号
と
の

接
続
点
を
起
点
に
、
吉
野
郡
下
北
山
村
、
三
重
県

熊
野
市
、
和
歌
山
県
東
牟
婁
郡
北
山
村
な
ど
を
経

て
、
新
宮
市
内
の
一
般
国
道
4
2号
と
の
接
続
点
を

終
点
と
す
る
総
延
長
約

1
8
8
›
の
路
線
で
あ
り
、

紀
伊
半
島
の
内
陸
部
を
南
北
に
縦
貫
す
る
主
要
幹

線
道
路
で
あ
る
。

本
路
線
は
、
奈
良
県
の
吉
野
地
域
と
三
重
県
及

び
和
歌
山
県
の
熊
野
地
域
を
連
絡
し
地
域
連
携
を

図
る
役
割
を
担
う
道
路
で
あ
る
と
と
も
に
、
吉
野

熊
野
国
立
公
園
内
を
通
過
す
る
道
路
で
あ
る
な

ど
、
観
光
に
お
い
て
も
重
要
な
役
割
を
担
う
道
路

で
あ
る
。

和
歌
山
県
内
に
お
け
る
本
路
線
は
、
災
害
対
策

基
本
法
（
昭
和

3
6年
法
律
第

2
2
3号
）
に
基
づ
き

和
歌
山
県
防
災
会
議
が
策
定
し
た
和
歌
山
県
地
域

防
災
計
画
に
お
い
て
、
一
般
国
道

1
6
8号
と
の
重

複
区
間
に
お
い
て
は
第
一
次
緊
急
輸
送
道
路
に
、

三
重
県
境
か
ら
途
中
奈
良
県
十
津
川
村
内
を
通
過

し
て
一
般
国
道

1
6
8号
と
の
接
続
点
ま
で
は
第
二

〇
中
部
地
方
整
備
局
告
示
第
百
十
七
号

住
宅
の
品
質
確
保
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十

一
年
法
律
第
八
十
一
号
）第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、

登
録
住
宅
性
能
評
価
機
関
か
ら
代
表
者
の
氏
名
等
の
変
更

の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、

公
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
五
月
二
十
八
日

中
部
地
方
整
備
局
長

足
立

敏
之

一

登
録
番
号

中
部
地
方
整
備
局
長

十

二

登
録
住
宅
性
能
評
価
機
関
の
氏
名
又
は
名
称

株
式
会
社
Ｃ
Ｉ
東
海

〇
近
畿
地
方
整
備
局
告
示
第
百
二
十
二
号

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
。

以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
二
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
事
業

の
認
定
を
し
た
の
で
、
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
五
月
二
十
八
日

近
畿
地
方
整
備
局
長

上
総

周
平

第
１
起
業
者
の
名
称
和
歌
山
県

第
２
事
業
の
種
類
一
般
国
道

1
6
9号
改
築
工
事
（
和

歌
山
県
東
牟
婁
郡
北
山
村
竹
原
字
東
ノ
本
地
内
か
ら

同
村
竹
原
字
上
ミ
地
地
内
ま
で
）

第
３
起
業
地

１
収
用
の
部
分
和
歌
山
県
東
牟
婁
郡
北
山
村
竹
原

字
東
ノ
本
及
び
字
上
ミ
地
地
内

２
使
用
の
部
分
和
歌
山
県
東
牟
婁
郡
北
山
村
竹
原

字
東
ノ
本
及
び
字
上
ミ
地
地
内

第
４
事
業
の
認
定
を
し
た
理
由

申
請
に
係
る
事
業
は
、
以
下
の
と
お
り
、
法
第
2
0

条
各
号
の
要
件
を
全
て
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
た

め
、
事
業
の
認
定
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

１
法
第
2
0条
第
１
号
の
要
件
へ
の
適
合
性

申
請
に
係
る
事
業
は
、
和
歌
山
県
東
牟
婁
郡
北
山

村
七
色
字
奥
森
地
内
か
ら
同
村
竹
原
字
上
ミ
地
地
内

ま
で
の
延
長

1¶
2
9
4
N
の
区
間
（
以
下
「
本
件
区
間
」

と
い
う
。）を

全
体
計
画
区
間
と
す
る
「
一
般
国
道

1
6
9号
改
築
工
事
」（
以
下
「
本
件
事
業
」
と
い
う
。）

の
う
ち
、
上
記
の
起
業
地
に
係
る
部
分
で
あ
る
。

本
件
事
業
は
、
道
路
法
（
昭
和

2
7年
法
律
第

1
8
0

号
）
第
３
条
第
２
号
に
掲
げ
る
一
般
国
道
に
関
す
る

事
業
で
あ
り
、
法
第
３
条
第
１
号
に
掲
げ
る
道
路
法

に
よ
る
道
路
に
関
す
る
事
業
に
該
当
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
法
第
2
0条
第
１
号

の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
六
百
三
十
八
号

土
地
区
画
整
理
法（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）

第
七
十
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
独
立
行
政
法

人
都
市
再
生
機
構
が
施
行
す
る
土
地
区
画
整
理
事
業
の
施

行
規
程
及
び
事
業
計
画
の
認
可
を
し
た
の
で
、
第
七
十
一

条
の
三
第
十
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す

る
。平

成
二
十
四
年
五
月
二
十
八
日

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

一

施
行
者
の
名
称

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構

二

事
業
施
行
期
間

平
成
二
十
四
年
五
月
二
十
八
日
か

ら
平
成
三
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

三

施
行
地
区

福
岡
県
北
九
州
市
小
倉
北
区
片
野
新
町

三
丁
目
、
三
郎
丸
二
丁
目
、
城
野
団
地
及
び
東
城
野
町

の
各
一
部

四

土
地
区
画
整
理
事
業
の
名
称

北
九
州
都
市
計
画
事

業
城
野
駅
北
土
地
区
画
整
理
事
業

五

事
務
所
の
所
在
地

福
岡
県
北
九
州
市
小
倉
北
区
片

野
四
丁
目
二
十
番
三
号

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機

構
九
州
支
社
城
野
都
市
再
生
事
務
所

六

施
行
規
程
及
び
事
業
計
画
の
認
可
の
年
月
日

平
成

二
十
四
年
五
月
二
十
八
日

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
六
百
三
十
九
号

砂
防
法
（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）
第
二
条
の

規
定
に
よ
り
、
同
条
の
土
地
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
の

で
、
砂
防
法
施
行
規
程
（
明
治
三
十
年
勅
令
第
三
百
八
十

二
号
）
第
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
五
月
二
十
八
日

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

一

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

東
屋
部
川

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
百
二
十
九
号

輸
入
貿
易
管
理
令
（
昭
和
二
十
四
年
政
令
第
四
百
十
四
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
昭
和
四
十
一
年
通

商
産
業
省
告
示
第
百
七
十
号
（
輸
入
割
当
て
を
受
け
る
べ
き
貨
物
の
品
目
、
輸
入
の
承
認
を
受
け
る
べ
き
貨
物
の
原
産

地
又
は
船
積
地
域
そ
の
他
貨
物
の
輸
入
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
の
公
表
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
四
年
五
月
二
十
八
日

経
済
産
業
大
臣

枝
野

幸
男

二

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
四
十
六

号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
四
十
六
号

を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

沖
縄
県
名
護
市

大
北
二
丁
目

四
八
四
七
番
地
先
河
川
敷

一
号

字
名
護
喜
知
留
原

四
九
三
五
番

二
号

四
九
五
二
番
二

三
号
及
び
四
号

四
九
八
〇
番
一
〇

五
号

四
九
四
九
番
二

六
号

四
九
五
七
番

七
号

四
九
五
九
番

八
号

五
〇
九
三
番

九
号
か
ら
十
二
号
ま
で

四
九
五
八
番

二
十
八
号
か
ら
三
十
号

ま
で

四
九
五
八
番
地
先
河
川
敷

三
十
一
号

字
名
護
嶽
ノ
後
原

五
五
一
一
番

十
三
号
か
ら
二
十
七
号

ま
で

字
名
護
九
年
又
原

五
〇
九
四
番

三
十
二
号
か
ら
三
十
四

号
ま
で

五
一
〇
一
番

三
十
五
号
及
び
三
十
六

号

五
一
〇
〇
番

三
十
七
号

五
〇
九
八
番

三
十
八
号
及
び
三
十
九

号

五
一
五
一
番

四
十
号
及
び
四
十
一
号

五
一
五
二
番

四
十
二
号
か
ら
四
十
四

号
ま
で

五
一
五
三
番

四
十
五
号

五
一
五
三
番
地
先
河
川
敷

四
十
六
号

�


		2012-05-27T14:39:43+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




